
4 2019年12月1日

西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています
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八女市高塚

末廣　久枝

第 52 回八女茶で健康
第 10 回海外福岡県人会世界大会で八女茶 PR

　福岡県から海外への移住は 1885
年（明治 18 年）にハワイへ 129
名の方が移住されたことが始まり
とされています。その後、現在ま
で約５万５千人の方々が移住され
ています。福岡県人会には、移住
県人会と企業県人会があり、北米、
中南米、欧州、アジアなど 24 ヵ国、
39 地域にあります。世界大会の始
まりは、1992 年のアメリカ、ロサ
ンゼルスでした。以来 3 年に 1 度
開 催 さ れ、 今 年 は、11 月 6 日 ～
10 日まで 6 年ぶりに福岡県内各地
で開催されました。この開催日程のうち、福岡県茶生産組合連合会（県茶連）
は、八女市矢部村の原島県茶連理事の協力を得て、福岡市のソラリア西鉄
ホテル福岡で開催された「さよならパ－ティ」で抹茶・氷水出し玉露・煎茶・
ほうじ茶・紅茶を呈茶・販売しました。原島理事は、若いころブラジルで
研修した際、福岡県人会と深いつながりを持ち、パ－ティ招待者の一人と
なっていました。どの茶種にも「八女茶はおいしいね」と感動される方々
も多く、何度も呈茶・販売コ－ナ－に来られました。
　その中に、「あら！」とお声をかけて頂いた方がおられました。みやま
市出身でフランスのル・マンにお住いの野口さんでした。私がフランス各
地で八女茶 PR に行ったとき、現地のフランス人を紹介頂くなど大変お世
話になった方でした。また、カナダのトロントで日本料理レストランを経
営している方が早速八女茶の商談をされました。福岡県では、小川知事は
じめ、県国際局や県国際交流センタ－の皆さんが八女茶を熱く支援されて
います。今後、世界の福岡県人会とのパイプを大きくして八女茶の輸出に
つなげていこうと考えています。

福岡県茶生産組合連合会　事務局長　仁田原　寿一
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小川県知事（左から2番目）もPRに一役

　科学技術が加速度的に進展す
る現代社会。人工知能の未知な
る可能性を探るため、「ロボッ
トは東大に入れるか？」 と名付
けたプロジェクトが企画されま
した。AI は数の記憶には優れ
た能力を発揮するものの、言葉の意味の理解には　大き
な壁が立ちはだかり、この命題は達成されませんでした。
　人間であれば小学生でも理解が可能な主語、述語、目
的語などの基本構造も、ロボットにとっては判断が難し
く、正しい文章理解は不得手であることが証明されまし
た。
　巷では、「大半の職がロボットにとって代わる日も近
いのでは…。」とささやかれるなか、AI 化の社会にあっ
ても言葉の正しい理解と判断が求められており、　この
能力の獲得こそが人類の存在意義を確かなものにすると
思われます。

八女市立図書館係長　大島　真一郎

今月のオススメ本
AI vs. 教科書が
読めない子どもたち
新井 紀子 / 著
東洋経済新報社 / 刊
2018 年

◆ 12 月のイベント案内  ◆
■筑後市立図書館　☎0942-51-7200
○毎週土曜日おはなし会
　11：00～　幼児から小学生対象
●12月7日（土）　11：00～
　ふゆのでっかいおはなし会
　ご家族そろってお楽しみいただけます
●12月20日（金）　9：30～
　ゆっくり読書タイム 　要予約
　託児申込・未就学児まで
■広川町立図書館　☎0943-32-1163
●12月4日（水）
　①10：00～　②14：00
　プチシアター　綾小路きみまろ最新ライブ
●12月7日（土）・15日（日）
　10：30～　定例お話会
●12月12日（土）　13：30
　参加費　800円
　博多人形干支絵付け体験講座

■おりなす八女　☎0943-22-5332
●12月1日（日）　15：00開演
　井上ゆかり　ピアノソロコンサート
■サザンクス筑後　☎0942-54-1200
●山崎まさよしコンサートツアー2020
　2020年２月24日　17：30～
　チケット発売　会員12月7日（土）
　　　  ¥6,600    一般12月21日（土）
■九州芸文館　☎0942-52-6435
●12月1日（日）

　「第2回変身空間in九州芸文館」　※入場無料
　コスプレ意匠展。好評につき第2弾を開催
●12月14日（土）～2020年1/26（日）
　「船小屋クラフトトリエンナーレ」
　3年に一度のトリエンナーレを毎年違う
　ジャンルで、開催！
　※観覧料：無料
■九州国立博物館　☎050-5542-8600
●～12月22日（日）　縄文王国やまなし
●～12月22日（日）　版経東漸
●～1月 5日（日）　　特別展「三国志」

■12月15日（日）　9：30スタート
　八女市駅伝大会　八女市立花運動場


